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18か月児の育児環境評価の関連要因に関する研究

安梅 勅江 島田 千穂 片山 秀史

　「子育て支援」への期待が高まる中，育児環境を客観的に評価し，評価に基づき支援することが保健福祉

領域において不可欠となっている。育児環境評価（Evaluation of Environmental Stimulation,EES）は，養育

者と子供の直接的なかかわりを評価項目とした評価法であり，支援に有効であることが示されてきた。本研

究においては，その特徴を明らかにするため， 1歳6か月児とその養育者388人を対象として，発達評価，

保健指導，性別等の要因との関連性につき分析した。その結果，1)　発達検査リスク群は社会的かかわり領

域および全体得点，医師所見による保健指導必要児は自主性の尊重，物的かかわりの2領域および全体得点

において，非リスク群と比較して不十分であることが示された。2)　分散分析により，発達検査結果の有意

な主効果が見られた領域は，物的かかわり，環境整備，全体得点であった。社会的かかわり領域は性別との

交互作用が有意であり，男児より女児で，発達リスク群と非リスク群との差が大であった。3)　保健指導の

有無で有意な主効果がみられた領域は，人的かかわり，自主性の尊重，物的かかわりであった。育児環境評

価は，子供の発達にかかわるリスクと関連し，適切な支援のための評価法の一つとして有効であることが示

された。
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